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冬休みがはじまります 

新型コロナウイルスの感染症法上の分類が、5類に移行してから初めての年末年始

を迎えます。新聞やニュースでは、大きな制限がなくなったことで海外を含めた旅行

など外出する人が増えそうだと報道していますが、久しぶりに遠出の計画を立てら

れているご家庭もあるのではないでしょうか。いずれにせよこの年末年始は１年の

節目であると共に、家族が一緒に楽しく過ごす時間が多いことかと思います。 

皆さまにとって、今年１年が充実した年であったことを振り返ると共に、新しい年

が幸せであることを願っております。体調には十分留意して、楽しい冬休みを過ごさ

れ、３学期始業式には、子どもたちが元気な笑顔を見せてくれることを願っておりま

す。 

保護者・地域の皆さまのご協力ご支援により、無事に２学期を終えることができ

ました。本当にありがとうございました。 

 

作品展 

本年度は作品展を行いました。1 年間の創作活動で描いたり創ったりした全学年

の作品が体育館に展示されました。いつもは体育やクラブ活動、クラス遊びなどにぎ

やかな活動が多い体育館ですが、この 2 日間はしっとりとした静かな雰囲気に包ま

れ、放送・音楽委員会の児童が録音した『各学年の作品・見どころ』の紹介アナウン

スとともに、ゆったりとした時間が流れていました。 

フロアには主に工作作品、壁面には主に絵画作品が展示されていました。 

１年『展覧会の絵Ⅰ』『光の中でのファッションショー』、２年『展覧会の絵

Ⅱ』『袋の大変身！』、３年『さんさん』『みんなの商店街』、４年『半分自画

像』『クレパス名画と額縁』、５年『お菓子のパッケージ』『空き缶アート』、６

年『サーディンラン』『未来のじぶん』、またとよの未来科の作品として１年『ま

つぼっくりツリー』、２年『どうぶつランド』、４年『オオムラサキの研究』、５

年『稲わらリース』、そのほかイラストクラブの作品も展示してありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どれもすばらしい作品ばかりでした。   毎回楽しみにしています。 

作品全体として自由な発想やアイデアにとても感心しました。 

みんなが一生懸命に描いたのが伝わってくる作品ばかりでした。 

立体アートや絵、いろいろな素材を利用した作品がとても楽しそうでよかったです。 

自分の子どもの学年だけでなく、他学年のお子さんの作品も楽しく見ることができ

ました。 

子どもたちが楽しんで作品をつくっている様子が目に浮かぶようでした。ご指導さ

れた先生方、ご苦労さまでした。 

 

保護者や地域の皆さまもたくさんご鑑賞してくださり、いただいた感想の一部を

抜粋で載せさせていただきました。学習発表会と作品展は隔年交互に実施してまい

りますので、次回は２年後を楽しみになさっていてください。 

＜1 月の主な学校行事＞ 

◆始業式    9日（火）一斉下校 11:35    ◆給食開始 10日（水） 

◆児童会行事 26日（金）  

＜お知らせ＞ 

・ 12 月 25 日（月）年次電気点検実施のため 12 時～17 時が停電となります。この

時間帯は電話がつながりませんのでご了承願います。 

※ 電話をかけた側の呼び出し音はなりますが、学校側の電話機にはつながりません 

・ 冬季休業中の電話対応は 8:30～17:00となります。それ以外の時間は留守電対応

（録音機能なし）に切り替わります。（12/29～1/3は全日留守電対応） 

・ 1月 31日（水）は、教職員研修のため特別校時 4限（給食あり）13:10一斉下校 

といたします。 


